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巻頭言：第 16 回年次大会の開催にあたって 
 

大会長 宮林正恭（東京都市大学） 
 

危機管理システム研究学会の第 16 回（2016 年）年次大会を 6 月 26 日、日曜日に東

京神田の専修大学で行います。今回の大会については、急遽、大会長を学会長である小

生が務めることに変更になり、準備期間が非常に短かったために、行き届かないところがあ

るかもしれないことをお許しいただきたいと思います。 
そのようなことから、大会としての統一テーマを設定するということは、今回は行いません

でした。しかし、大会は、次のような考え方で実施することとしました。 

１． 出来る限り、喫緊の現代社会のリスクやクライシスに焦点を当てること 
 自由論題報告の内容、シンポジウムの内容はこの線に沿ったものです。 

２． 本学会は、分科会活動が実質的な活動の中心であるので、その研究活動の成果を積

極的に説明してもらい、会員の今後の活動に活用していただくとともに、社会において

役立たせていただくきっかけとすること 

３． 次のような意図をもって、シンポジウムを行うこと。 
本年 4 月、熊本地震があり、 50 人の死者行方不明者、4.6 兆円（推定）の被害が出

ています。平成だけに限ってみても、被害の大きかった阪神淡路大震災、東日本大震

災の両巨大地震に加え、新潟県中越沖地震、岩手・宮城内陸地震などのかなりの被

害を出した地震を経験したにもかかわらず、予想もしなかった事態に遭遇したとの発言

が聞こえてきます。 首都直下型地震は、ここ四半世紀の間に非常に高い確率で発生

するとされていますが、その被害の対象地域は、その人口も格段に多く、産業集積も巨

大であることに加え、行政を始めとする情報と意思決定の中枢が集中している地域で

す。したがって、これまでの地震とは異なる質的変化がある可能性が大きいと思われま

す。そこで、本学会員の知識と知恵によって、 ①これまで軽視されてきたことで重要な
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こと ②あまり認識されていないが重要と思われること ③これまでの考え方にバイアス

があり、不適切と思われることなどを抽出し、それに対する対策の方向を考えます。 
従って、パネリストの方から意見表明をいただきますが、その後は、フロアを含めた全参

加者による議論としてシンポジウムを進めていきます 

 
学会員の皆さまの積極的なご参加を期待いたしております。また、学会の外部の方々で

ご関心のある方々の参加を歓迎いたしたいと思います。 
以上 

 

第 16 回年次大会のお知らせ 
 

日 程： 2016 年 6 月 26 日（日） 

会 場： 専修大学 神田キャンパス 7 号館 

 東京都千代田区神田神保町 3-8 

大会長： 宮林正恭（東京都市大学） 

準備委員長： 大柳康司（専修大学） 

 

・ JR 水道橋駅：西口より徒歩 7 分 

・ 地下鉄九段下駅（東西線、半蔵門線、都営新宿線）：出口 5 より徒歩 3 分 

・ 神保町駅（半蔵門線、都営三田線、都営新宿線）：出口 A2 より徒歩 3 分 
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第 16 回年次大会 プログラム 
 9：30～

10：00 
受付 

10：00～

10：40 

 

第一会場（771 教室） 

司会：井上善博（神戸学院大学）

第二会場（731 教室） 

司会：山田喜代信（電気通信大学）

自由論題報告

（発表 30 分、 

質疑応答 10 分） 

・フラッシュ・クラッシュ －最先端

の人工知能による強力なトレー

ディング・システムが、何故市場

構造のゆがみを生み出すのか 

 矢澤健太郎氏（千葉商科大学 

/経済研究所） 

・企業のリスクマネジメント活動状況

調査報告 

 長井健人氏（インターリスク総研）

10：40～

11：20 

・日本銀行のマイナス金利政策と

金融リスク 

 齊藤壽彦氏（千葉商科大学） 

・地震災害後処理の問題 －浦安

の例をもとにー（仮題目） 

 辻純一郎氏（J&T 治験塾） 

11：20～

11：25 
移動 

11：25～

11：55 

分科会研究報告 

及び活動報告 

（731 教室） 

・メディカルリスクマネジメント分科会：研究発表 2016 －医療機能評価

機構医療事故 DB 分析結果－ 伊藤正次氏 

11：55～

13：00 
昼休憩 （理事会 12：20～12：45） 

13：00～

13：30 
会員総会（731 教室） 

13：30～

13：40 
休憩 

13：40～

14：10 

分科会研究報告 

及び活動報告 

（731 教室） 

・リスクマネジメントシステム研究分科会：事業継続に関する国際標準規

格 ISO22301 研究成果報告 長井健人氏 

14：10～

14：25 

・科学技術リスク分科会：科学技術リスク分科会の活動状況と科学技術

リスクの事例における論点分析結果の要点 多田浩之氏 

14：25～

14：40 
・大学教育分科会：シラバスアンケート結果 宮崎昌和氏 

14：40～

14：55 

・社会性とリスクマネジメント研究分科会：社会性とリスクマネジメント 

－分析の視点と研究課題－ 井上善博氏 

14：55～

15：15 

分科会活動報告 

（731 教室） 

・リスク事例サロン分科会： 有賀平氏 

・企業活性化研究分科会： 山本洋信氏 

・価値ベース・リスクマネジメント研究分科会： 土屋清人氏 

・震災とリスク管理研究分科会： 吉田靖氏 

15：15～

15：30 
休憩 

15：30～

17：15 

シンポジウム 

＜フロアも参加し

て討議＞ 

（731 教室） 

あらためて地震の危機管理（リスクマネジメント及びクライシスマネジメ

ント）を考える －熊本大地震をきっかけに－ 

  パネリスト： 眞崎達二朗氏（眞﨑リスクマネジメント研究所） 

 辻純一郎氏（J&T 治験塾） 

 坪内曉子氏（順天堂大学） 

  ファシリテーター： 宮林正恭氏（東京都市大学） 

17：15～

17：30 
移動 

17：30～

19：00 
懇親会（会場：エスぺリア） 
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第 16 回年次大会 参加申し込み方法 

◆大会および懇親会の参加金額は、下表のとおりです。 

 
事前申し込み 

（口座振込で申込み）
当日払い 

会員 5,000 円 6,000 円 

学生会員 2,000 円 3,000 円 

非会員 
一般 6,000 円 7,000 円 

学生 3,000 円 4,000 円 

 
◆会員/学生会員の事前申し込み方法 

会員/学生会員の方には、年次大会プログラムとともに“払込取扱票”が、別途郵送さ

れているとおもいます。その“払込取扱票”を用いて、受付期間内に、ゆうちょ銀行または

郵便局の振込機能付き ATM から、下記振込先に振り込みをお願いいたします。 
 
＜事前申し込みの受付期間＞ 

2016 年 6 月 14 日（火）～6 月 21 日（火） 
念のため、 “振込金受領証”、またはそのコピーを当日ご持参ください。 
 

＜振込先口座情報＞ 
金融機関名： ゆうちょ銀行 
口座番号： 00120-6-634865 
口座名称： 危機管理システム研究学会第 16 回大会 
 

＜他の金融機関からお振込みいただく場合の振込先口座情報＞ 
金融機関名： ゆうちょ銀行 
金融機関コード： 9900 
支店名  〇一九店（ゼロイチキュウ） 
支店コード  019 
口座番号： 0634865 
口座名称： 危機管理システム研究学会第 16 回大会 

 
◆非会員の方の事前申し込み方法 

金融機関備付けの振込用紙に下記事項をご記入の上、上記口座にお振込みくださ

い。その際の “振込金受領証”、またはそのコピーを当日ご持参ください。 
・「アリマス年次大会参加申し込み」と“通信欄”に記入 
・「非会員・一般」、「非会員・学生」の別を“通信欄”に記入 
・氏名、所属、住所、電話番号または E-Mail アドレスを“ご依頼人”欄に記入 
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第 16 回年次大会 その他のご案内 

※ 午後のシンポジウムでは、フロアの参加者の方も交えて活発なディスカッションしたいと

考えております。ぜひ、積極的なご参加をお願いします。 

※ 当日は日曜日のため、専修大学の学生食堂などはクローズしております。昼食は、近

隣の飲食店などをご利用ください。 

※ 事前申し込みで振り込んでいただいた参加費は、不参加の場合でも払い戻しはござ

いません。ご了承ください。 

以上 

 

＜分科会連絡先＞  

分科会 主査 連絡先メールアドレス 

リスクマネジメントシステム研究分科会 指田 朝久 t.sashida＜＠＞tokiorisk.co.jp 

リスク事例サロン分科会 有賀 平 taira-aruga＜＠＞aioinissaydowa.co.jp 

メディカルリスクマネジメント分科会 吉川 賢一 yoshikawaken1＜＠＞aol.com 

企業活性化研究分科会 山本 洋信 rsa31447＜＠＞nifty.com 

価値ベース･リスクマネジメント研究分科会 土屋 清人 k.tsuchiya＜＠＞b-tax.jp 

科学技術リスク研究分科会 多田 浩之 htada001＜＠＞gmail.com 

社会性とリスクマネジメント研究分科会 井上 善博 inoue＜＠＞eb.kobegakuin.ac.jp 

リスクマネジメント大学教育分科会 宮林 正恭 miyabayashi.masayasu＜＠＞gmail.com 

震災とリスク管理研究分科会 吉田 靖 事務局: masumink＜＠＞cuc.ac.jp 
※上表では、迷惑メール防止のため、@を全角文字にしています。各分科会に連絡の際は、“＜＠＞”を半角の@に

変換してからお送りください。 

 

【 編 集 後 記 】 

今回のアリマスレターは、第 16 回年次大会のご案内の特別編集版です。 

巻頭言で、宮林大会長が述べられているように、今年の年次大会は、いろいろと新しい試みが取り入

れられています。 中でも楽しみなのが「分科会研究報告」です。 本学会の醍醐味ともいえる各分科会

から、その研究成果や活動内容の発表があります。 皆様、万障お繰り合わせのうえ、ぜひ年次大会に

ご参加ください。6 月 26 日、専修大学神田キャンパス 7 号棟です。 

広報・編集委員長 長井健人 

E-mail: office4@arimass.jp 
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